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利根商 進路だより

●　大学入学共通テストが実施されました

●　3年生が家庭学習期間に入ります

●　１・２年生は学年末試験が目前です

●　1月の進路行事

我等行く手の

さて、１・２年生は学年末試験が約2週間後と迫ってきています。今年度を締めくくる大事なテストです。みなさんは定期試験にどの

ような気持ちで臨んでいるでしょうか？「とりあえず赤点をとらなければいいや」という気持ちで臨んでいる人はいません

か？定期試験というのはみなさんの頑張りを数値化する数少ない機会です。この数値が、やがて成績として進学や就職を希

望する場所へ送られます。大学や専門学校、企業の方は当然みなさんのことをよく知りません。そういった方々から見れば、高校の

成績というのはみなさんが高校で勉強を頑張ったのか、そうでないのかの判断材料になるわけです。試験官の気持ちになって

考えてみてください。高校であまり勉強を頑張らなかった人と、頑張った人、どちらを合格させたいですか？みなさんにとっては目の

前の一つのテストかもしれません。しかし、その1つがみなさんの将来を大きく変えることになるかもしれないのです。勉強が

面倒だとか、赤点さえ取らなければ良いという考えがいかに危険か分かってもらえたでしょうか？校長先生のお話にも出てくる「想

像力」をしっかりと働かせ、一つ一つのテストに真剣に向き合ってほしいと思っています。

●当面の予定

2月 4日 2月マーク模試(2年)

8日 進路体験報告会(2年)

13日～16日 学年末試験

3月 1日 卒業式

1月13日(土)、14日(日)の2日間にわたり、大学入学共通テストが実施されました。みなさんは共通テストについてどれだけ知って

いますか？共通テストは、大学進学を目指す全国の高校生などを対象に行われる試験で、毎年約50万人が受験する日本最大の試

験です。国公立大学はもちろん、私立大学でもこの試験を利用して入試を実施している大学が多数あります。本校では、普通科から

15名が受験しました。お疲れ様でした。

共通テストを実施する目的は、「大学に入学を志願する者の・・・基礎的な学習の達成の程度を判定することを主たる目的とする」

と謳われています。しかし、基礎的とは言うものの、知識があれば解けるというものではなく、思考力や判断力を要求される問題が多

いことが特徴です。言い換えれば、各科目の内容を知っている（覚えている・暗記している）ことは当然で、

どれだけ深く理解しているかという「理解の質」を問われます。１・２年生は、日々の授業を大切に

することはもちろん、予習や復習を行い、覚えるだけでなく理解することを意識していきましょう。

3年生のみなさんは、2月13日(火)から2月28日(水)まで家庭学習期間となります。これまでの学校を中心とした生活から離れる

ため、その開放感から羽目を外してしまいがちですが、この期間はあくまで4月からの新生活に向けた準備期間です。何をす

べきかよく考え、有意義な家庭学習期間としましょう。また、まだみなさんは利根商業高校の生徒ですので、利根商生としての自覚

と責任を持った行動をお願いします。

具体的には、以下のような過ごし方が考えられます。

・新生活のための準備 ← 住まい探しや、入学・入社先で使う道具（パソコンなど）の購入は済んでいますか？

・自動車運転免許を取得する ← 入学・入社後は取得している時間がとれない！！

・勉強 ← 進学先での授業についていくための基礎知識はありますか？入社後に必要な資格の勉強はしていますか？

特に勉強については、学生の本分は高校生と同じ勉強です。社会人になってからは、キャリアアップのための勉強だけでなく、技術

等の進歩に伴って新しく学ばないと仕事ができなくなることがあります。つまり、生涯学び続けることが必要なのです。

1月17日

模擬授業形式進路講演会

1月20日

利根沼田就職者ガイダンス

1月10日 適性診断・進路講座


